
災害時の歯科口腔保健とは？
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東京都歯科技工士会研修室

東京都歯科技工士会「生涯研修」（東京都委託事業）

東北大学 大学院歯学研究科 災害・環境歯学研究センター 特任講師
東京科学大学 大学院 救急災害医学分野・歯科公衆衛生学分野 非常勤講師
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日本災害時公衆衛生歯科研究会 世話人

中久木 康一
nakakuki@biglobe.jp

講義のみ録画→事後オンデマンド

講義部分のみ 前半28＋後半34分
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災害時の医療福祉⽀援チーム、厚労省に新設へ…
被災地の状況やニーズ分析し「自治体任せ」にせずサポート
読売新聞オンライン 2026/01/17 15:00

厚生労働省は、大地震などの災害発生時に被災し
た都道府県の活動を支援するため、４月に「保健医療
福祉活動支援チーム（仮称）」を設置する方針を固め
た。迅速で適切な医療活動が行えるよう、被害状況や
現地のニーズを収集し、被災自治体の情報分析や判
断を後押しする狙いがある。

支援チームは、厚労省各局の職員のほか、災害派
遣医療チーム（ＤＭＡＴ）や日本赤十字社、日本医師会
などの災害活動チームからの出向者ら十数人規模で
発足する見通しだ。

２０２４年１月の能登半島地震では、県の災害対策本
部と現地で活動する災害医療チームの連携不足や、
被災地で情報収集・分析が迅速に行えなかったことに
よる医療支援の遅れ、需要と供給のずれなどが課題
として指摘された。この教訓を踏まえ、新設する支援
チームは、被災地の情報を一元化し、状況の分析を自
治体任せにしない形でサポートすることを目指す。

災害発生時には、被災した都道府県が現地の医療
活動を調整するために開設する「保健医療福祉調整
本部」に、支援チームから情報提供を行い、救急医療
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【目的・趣旨】
JDAT（Japan Dental Alliance Team︓⽇本災害⻭

科支援チーム）は、災害発生後おおむね72時間以降に
地域⻭科保健医療専門職により⾏われる、避難所等に
おける応急⻭科診療や口腔衛生を中心とした公衆衛生
活動を⽀援することを通じて被災者の健康を守り、地
域⻭科医療の復旧を⽀援すること等を目的としている。

Japan Dental Alliance Team
（JDAT、日本災害歯科支援チーム）

JDAT（Japan Dental Alliance Team：日本災害歯科支援チーム）活動要領（第2版）

令和4年（2022年）3月2日正式発足

（後略）
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行動指針

歯科保健医療

NGO

個人

２０１５年４月～

歯科衛生士
会・歯科技

工士会

歯科商
工協会

日本災害歯科保健医療連絡協議会 ※平成２７年４月設置

＜目的＞ ＜参画団体＞

大規模震災後の避難所・仮設住
宅、被災者等への歯科保健医療
の提供は、（急性期から慢性期に）
に至るまで、様々な歯科関係職種
の継続的な支援が必要である。

そのため、日本歯科医師会主導
の下、歯科関係団体同士の連携
や災害対応に関する認識の共通
化を図るとともに、各歯科団体独
自の行動計画等の情報集約や共
有を促し、有事に際して国や都道
府県との連携調整を行い、被災地
の歯科医療救護や被災者の歯科
支援活動を迅速に効率よく行うべく、
協議していく。

①日本歯科医師会
②日本歯科医学会
③日本私立歯科大学協会
④国立大学歯学部長・歯学部附
属病院長会議
⑤全国医学部附属病院歯科口腔
外科科長会議
⑥日本病院歯科口腔外科協議会
⑦日本歯科衛生士会
⑧日本歯科技工士会
⑨全国行政歯科技術職連絡会
⑩日本歯科商工協会

※オブザーバー：内閣府、厚生労働省、
日本医師会（JMAT関係者）、防衛省ほか

行動指針 共通書式
災害歯科保健医療

標準テキスト

ＪＤＡＴ

活動要領



人口高
齢化率人口⻭科

診療所
46％22,00012輪島市
52％12,0005珠洲市
50％14,0005能登町
49％7,0004穴水町

輪島市
珠洲市

能登町

志賀町 七尾市

穴水町 • 1月18日 県外JDAT派遣開始
• 3月10日 県外JDATを北陸3県

のみに限局
• 3月20日 県外JDAT派遣終了

7チーム

27チーム

23チーム

34チーム
5チーム

23チーム

7チーム

• 歯科診療車による仮設診療所
（珠洲市、2月4日～4月27日）

• 1.5次避難所巡回歯科保健医療
活動（1月19日～4月20日）

県内ＪＤＡＴによる活動

能登北部医療圏における
人口と歯科診療所数県外ＪＤＡＴ派遣先市町村と

派遣チーム数（127）

• 1チームは、3市町村で活動
• 1チームは活動拠点の物資

整備のみ

• 派遣日数はまちまちで、隣県
からの日帰りでの派遣もあっ
た

チーム数派遣日数

351

72

213

434

155

36

37

18

2024/1/23避難所の生活・ 衛生環境の確認

避難所の歯科 口腔衛生用品の確認と 整理・補充 2024/1/23

令和6年能登半島地震
ＪＤＡＴ活動（珠洲市）

2024/2/05

2024/1/23避難所における歯科保健活動

歯科診療所が再開できるまで
設置された、仮設歯科診療所

避難所における応急歯科診療
2024/1/23

令和6年能登半島地震
ＪＤＡＴ活動（珠洲市）

令和6年能登半島地震

避難所における歯科医療救護

歯科診療所が再開できていない
市町村における仮設歯科診療所

避難所における歯科保健活動（個別）

避難所における歯科保健活動（集団）



これらの支援を通じて、被災した地域が日常を取り戻すためのお手伝

いをさせていただきます。歯や口に関することで、お困りのことやご希望

がありましたら、遠慮なくご相談ください。歯みがき用品の提供を含め、

全て無料です。

を、おひとりおひとりの状態にあわせてご紹介・ご説
明し、必要な歯みがき用品をご提供します。

災害時のお口のケアが、肺炎などのからだの病気
を予防することなども、あわせてお伝えします。

• お水が少ない時の歯みがきの工夫
• お口が乾きやすい時のマッサージ方法

皆さんがお集まりの場所
で、歯や口からの健康の保
ち方をご説明したり、お口
の体操をしたりします。

• お口の体操
• 歯や口と健康 講和

近隣の歯科診療所が再開する
までの間、痛みをとる、食べやすく
する、などの応急治療を行います。

• 歯が痛い、口内炎ができた
• 入れ歯が痛い、ゆるい
• 歯の詰め物がとれた
• 食事が食べにくい、むせる

• JDAT (日本災害歯科支援チーム)は、歯科医師・歯科衛生士・
歯科技工士などによるチームです。

• 避難所や高齢者施設等において、応急歯科治療や口腔衛生
の確保・口腔機能の維持をサポートします。

地域の歯科診療所の再開
状況にあわせて、治療が必
要な方を診療所に繋ぎます。

歯科保健活動
【集団】

お口の
健康づくり歯や口のお困りごとなどを確認し、

災害時の生活における工夫の仕方

地域の歯科医療
提供体制の再構築

歯科相談
応急歯科治療

災害歯研 Ver1.2（202504）

＜連絡先＞ ＊＊歯科医師会 ＊＊＊－＊＊＊－＊＊＊＊ 歯科保健活動（口腔清掃の啓発・指導／口腔ケア／口腔機能・健康管理）

応急歯科診療

ＪＤＡＴ チーム構成・活動内容

歯科医療救護チーム
歯科医師２、事務職１
歯科医師２、歯科衛生士１、歯科技工士１

歯科保健支援チーム
歯科医師２、歯科衛生士２

歯科診療所休診時期（活動開始時） 歯科診療所再開時期

歯科医師１、歯科衛生士２～３

応急歯科診療 口腔ケア・歯科保健活動

パ

口腔健康管理/口腔機能管理

口腔ケア 口腔体操

肺炎/続発症予防・適切な栄養摂取

歯科疾患の予防

口腔内の感染症の予防

適切な咀嚼/摂食/嚥下
機能維持

口腔内細菌 増殖予防 唾液分泌量/筋力維持

(適切な栄養摂取可な状態)

歯科治療

口腔健康/機能管理 しっかり噛んで
飲み込める！

清潔を保って
疾病予防！

【寄稿】能登半島地震による被災者の口腔への影響と，地域で連携した「食べる」支援の継続
2025.04.08 医学界新聞：第3572号，https://www.igaku-shoin.co.jp/paper/archive/y2025/3572_05

復興

地域支援平常時

支援活動の移行
（災害医療→保険医療，支援活動→地域事業）

災害発生

平常化

災害医療における
歯科支援（JDAT）

地域歯科
医療提供量

平常時

時間経過自院・所の復旧を優先しながら地域歯科のマネジメント

保険診療に移行

災害救助法の適用

ｓ避難所 仮設住宅 復興住宅被災

© 2024 DPHD

生活環境

地域歯科保健活動 （支援→事業）

統一
方策

地域での「食べる」支援の連携と継続



ＪＤＡＴ基礎研修会（2024年度～）

ＪＤＡＴ標準研修会（2018年度～（旧：体制研修会））

ＪＤＡＴアドバンス研修会（2020年度～）

ＪＤＡＴロジスティクス研修会（計画中）
• 各構成団体におけるＪＤＡＴ事務局関係者が主な対象
• 2024年度からロジスティクス基礎研修会をオンライン開催

• 対象は各構成団体よりの推薦者
• 東京にて年3回（地域別）、実地
• 事前動画・事前課題あり、当日は意見交換が主体

研修会（2026年度現在）赤字は2024年度から

• ｅラーニング（標準編１時間）による事前研修あり、演習は5時間
• 基本は地域開催（主催：各構成団体及び傘下団体）、対象は主催者で設定可
• 日本歯科医師会開催は年１回：ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ動画＋実地演習、各構成団体の推薦者）

• ｅラーニングのみ（基礎編２時間３０分）
• どなたでも、いつでも、もちろん無料！
• ＰＤＦにて修了証発行

厚生労働省補助金 災害医療チーム等養成支援事業

https://www.jda.or.jp/dentist/disaster/ 約2時間30分 約60分
https://www.jda.or.jp/dentist/disaster/

日本災害歯科支援チーム

標準（体制）研修会修了者
 チームに1人以上

 チームメンバーの要とな
れる人

※ 各県５～10チーム（基本は保健所単位ごとに1チーム）配備

アドバンス研修会修了者
 地区本部に1人以上

 外部歯科支援チーム
リーダーとなれる人

〇×市 災害対策本部 参集歯科チーム

基礎研修会修了者
（派遣決定後でも受講可）

 チームメンバー

© 2025 DPHD
※職能団体や組織における災害対応

研修は受講していることが望ましい

現地災害歯科コーディネーター
（現地支援活動コーディネーター）

他地域へ派遣 災害時の健康管理

• 災害時の健康管理の調整

• ＪＤＡＴと災害時の口腔健康管理

• 災害時の歯科保健医療アセスメント

東京都歯科技工士会「生涯研修」（東京都委託事業）2026年7月26日
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医療 供給×需要 ミスマッチ
対策

• 効率化（医療の）
–傷病者のトリアージ
–病院情報の一元化

• 医療を↑
–病院支援（インフラ、資器材、人材、薬剤etc.）
–広域医療搬送

• 受診者を↓
–防災（地域・個人）
–避難所・地域における健康管理

（ラピッド）アセスメント

病気の人や病気にな
りそうな人、その背景
にある課題や問題等
を迅速に把握する

効果的な対応には？

歯科保健医療の「ニーズ」
医療・保健（初期）・保健（中長期）

歯科
医療

保健

• 歯科医療ニーズは初期が多く、だんだんと
落ち着いてくる

• 多くは、自覚症状により訴えられてくる

• 初期は、口腔衛生管理が困難となり、口腔
や全身の感染症などが懸念される

• 自認はあっても、それにより引き起こされる
疾病などへの認識は少ないため、訴えとし
てはあがって来にくい

• 環境要因は個人からは訴えにくい

• 居住／生活環境の変化により、時間とと
もにフレイルが進む場合が見受けられる

• 特にハイリスク者に予防策をとらない限り、
フレイル関連疾病となっていく

（口腔健康管理／
災害関連疾病予防）

３
応急対策

（仮設住宅入居まで）

２
応急対策

（避難所対策中心）

１
緊急対策

０
初動体制の確立

保健医療活動に
おけるフェーズ

1･2か月？～4日目～1･2か月？24～72時間以内発災～24時間時期（目安）

●食べる機能の低下

●⻭科医療・治療の確保

●口腔ケア・介助の確保

●口腔衛生用品の不足
●うがい水と洗面所の不足
●口腔衛生状態の悪化
●義⻭の清掃不良

●義⻭不適合・義⻭性潰瘍
●⻭⾁炎や粘膜炎
●口腔の乾燥
●食べる機能の低下

●⻭科医療・治療の確保

●口腔ケア・介助の確保

●口腔衛生用品の不足
●うがい水と洗面所の不足
●口腔衛生状態の悪化
●義⻭の清掃不良

●口腔領域の外傷
●義⻭紛失・破損
●⻭⾁炎や粘膜炎
●口腔の乾燥

●⻭科医療・治療の確保

●口腔ケア・介助の確保

●口腔衛生用品の不足
●うがい水と洗面所の不足
●口腔衛生状態の悪化
●義⻭の清掃不良

●口腔領域の外傷
歯科的
問題点

●口腔ケアの啓発
●口腔機能の向上訓練
●⻭科健康相談、指導

●応急⻭科診療の⽀援

●口腔ケアの⽀援

●口腔衛生用品の提供、説明
●口腔清掃の環境整備

●口腔ケアの啓発
●口腔機能の向上訓練
●⻭科健康相談、指導
●食形態の確認・⽀援

●応急⻭科診療

●口腔ケア

●口腔衛生用品の提供、説明
●口腔清掃の環境整備

●口腔ケアの啓発

●応急⻭科診療

●口腔ケア

●口腔衛生用品の提供

（●応急⻭科診療）

歯科保健
医療活動

物資・環境

疾患・状態

医療提供

物資
・

環境

疾患・状態

医療提供

歯科保健医療における時間経過ごとの問題的と活動

歯科の新常識 「災害時の歯科活動」，LION Dent.File vol.57, 2025May より改変
日本災害時公衆衛生歯科研究会HPに転載許可を得て転載 https://jsdphd.umin.jp/forcitizens.html

災害時の歯科対応
と歯科技工士

• 経験

• 法的根拠

• 可能性

東京都歯科技工士会「生涯研修」（東京都委託事業）2026年7月26日
災害時の歯科口腔保健とは？アセスメントを記載してみて、考えよう！



東日本大震災での
歯科支援

日本歯科医師会からの派遣は7月23日まで

東日本大震災での県外よりの派遣者数

Toal

東日本大震災報告書ー震災後5年間の対応と今後の大規模災害対応に向けてー，
一般社団法人宮城県歯科医師会，平成29年3月11日発行

https://www.miyashi.or.jp/Shinsai/view03.html

大学

4月

5月

6月

7月

東日本大震災報告書ー震災後5年間の対応と今後の大規模災害対応に向けてー，
一般社団法人宮城県歯科医師会，平成29年3月11日発行

https://www.miyashi.or.jp/Shinsai/view03.html

県外チーム

東北大学チーム

宮城県歯科医師会チーム

歯科医療救護 月別 派遣人数



東日本大震災報告書ー震災後5年間の対応と今後の大規模災害対応に向けてー，
一般社団法人宮城県歯科医師会，平成29年3月11日発行

https://www.miyashi.or.jp/Shinsai/view03.html

Reset

歯科医療救護活動の内訳（3月～9月まで）

岩手県歯科医療班 2011年4月〜5月治療内容
（患者総数1457名、男性612名、女性845名）

過去の災害における応急歯科診療・歯科保健データ

21%

6%

38%
6%

29%
カリエス処置

外科処置

義歯関係

脱離

指導・その他

処置内容別割合

196義歯調整

122義歯修理

62T-Cond

62リベース

64義歯新製

71印象・BT

577計

12抜髄

58根管処置

110充填処置

149普通処置・他

329計

カリエス処置

義歯関係

岩手県歯科医師会報告書
2011.3.11 東日本大震災と地域歯科医療

東日本大震災での
歯科技工所のダメージ？

東日本大震災に伴う
岩手県内歯科技工所被災状況調査

１．調査方法及び調査数

①調査方法

岩手県沿岸地区（大船渡・釜石・宮
古・久慈保健所管内）の歯科技工所
を対象に郵送による被害状況調査

②実施期間

平成２４年５月１５日から６月１日

③対象調査数

歯科技工所４３事業所（内会員１７名）

④回答数

歯科技工所２６事業所（内会員１５名）

２．調査結果（回答数２６件）

①被害状況

（１）全壊 １０件（内会員４件）

（２）一部損壊 ３件（内会員３件）

（３）被害なし １３件（内会員３件）

②再開状況

（１）再開 １２件（内会員８件）

（２）再開不可 ２件（内会員０件）

１）転職 １件（内会員０件）

２）再開検討中 １件（内会員０件）

３）再開準備中 ０件（内会員０件）



東日本大震災報告書ー東日本大震災への対応と提言ー
社団法人宮城県歯科医師会 平成24年3月11日発行

https://www.miyashi.or.jp/Shinsai/view01.html

調査回答者の所属支部会
仙 台：58.6％ 石 巻：75.9％
塩 釜：79.5％ 大 崎：59.3％
岩 沼：68.8％ 登 米：51.5％
柴 田：62.2％ 栗 原：64.5％
白 石：56.0％ 気仙沼：86.1％
角 田：52.6％

会員アンケート結果 ── 平成 23 年7 月実施 ──

（n＝716 全体回収率：62.97％）

Damage to Clinic Building

津波

地震
全壊

半壊以上
一部損壊

全壊・全流出
半壊以上

一部損壊
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東日本大震災報告書ー東日本大震災への対応と提言ー
社団法人宮城県歯科医師会 平成24年3月11日発行
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調査回答者の所属支部会
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東日本大震災 被災会員調査（宮城県）

％宮城県H26.3.20

65.9８１
県内の被災前とほぼ同じ場所で診療所
やテナントを開設して再開している

17.0２１
県内の新しい場所で診療所やテナントを
開設して再開している

3.3４仮設診療所で再開している

0.8１県内の医療機関に勤務している

1.6２再開の準備中であるが診療していない

11.4１４再開の意思がなく、診療していない

100.0１２３

日本歯科医師会，H26.3.20

【経験・検討】
応急歯科診療における補綴物作成

即時義歯作成マニュアル

• どこにでもある材料

• 時間をかけない

• 一定期間「機能」

（3カ月程度）



大規模災害時の
即時義歯

（全部床・上下）

通常の方法
（全部床・上下）

分ステップ分ステップ

10アルジネート印象10概形印象

10作業用模型製作60研究用模型製作

-25個人トレー製作

-30精密印象

-90作業用模型製作

-70咬合床製作

10咬合採得15咬合採得

10咬合器装着60咬合器装着

10基礎床製作-

10人工歯排列120人工歯排列・歯肉形成

-100埋没・流蝋

10歯肉形成150
填入・レジン重合・

掘り出し

10形態修正・完成170咬合調整～完成

80計900計

1時間20分15時間

即時義歯

• 大規模災害時の必要性はどのくらい？

– これからのニーズは減る方向にあるかもしれないが、
身近な材料で、条件が整わない場で試しておくことは
大きな経験となる

• 「アウトドア」のような楽しみ方ができれば、訪問
での歯科技工の負担感も減るかもしれない

• 歯科医師でも、補綴科とかは自分で作りたがる
人もいるが、広い視野で“効率的”な対応を考え
ると、歯科技工は歯科技工士との連携で実施す
べきと考える

【経験】
中長期的な活動

義歯の清掃・研磨
東京民医連歯科支援第3陣（3月26日（土）～29日（火））石巻市
いれ歯洗い隊（代々木歯科・川島診療所歯科、東京都保険医協会）

重曹水にハッカエキスを少し入れていれ歯にスプレーしてブラッシングし、
歯石などはインスルメントで除去し、再度重曹水を吹きかけて汚れを落と
すという行程で、爽やかだと好評だった。

（石巻好文館高校 3/28ＰＭ）（石巻市立山下小学校 3/28ＡＭ）



神奈川県歯科師会 Japan Dt Aid 

10月8-9 石巻 11月5-6 大船渡 1月21-22 陸前高田 4月14-15 富岡町

義歯床数依頼者数

2915渡波第一仮設住宅石巻市10月8日

3618渡波第二仮設住宅石巻市10月8日

5329万石浦仮設住宅石巻市10月9日

11158いわて三陸復興食堂 福祉の里大船渡市11月5-6日
3016高田ドライビングスクール陸前高田市1月21-22日

生活復興支援おたがいさまセンター富岡町4月14-15日
259136合計

宮城県女川町

【動かそう！～心も体も
ぽっかぽか～】

平成24年1月15日

宮城県女川町
健康をつくる町民のつどい
平成24年10月8日

参考



砂書房，
2011年，
3080円

歯科技工士関係
1．歯科として対応すべき災害とは？
2．歯科医院としての災害への備え
3．歯科としての災害時健康危機支援対策
4．災害時の口腔ケアマニュアル
5．災害時の即時義歯作製マニュアル

1．即時義歯の必要性
2．技工士会の対応と技工用品のストック
3．即時義歯の作成方法の比較

6．災害歯学教育
3．歯科技工士に対する災害歯学教育の現状と今後

7．パンデミックへの歯科としての対応
8．各地域における災害への対応と対策
コラム

DMATとは
DMORTとは
災害の時期と活動現場からみた災害看護の役割

資料
大規模災害発生時における歯科保健医療の役割（パンフレット）
大規模災害発生時における口腔ケア活動の意義と実際（パンフレット）

一世出版，
2015年，
2200円

歯科技工士関係
１ 災害時の保健医療における歯科
２-１ 災害時の歯科保健医療対応 歯科医療支援、歯科医療

体制の継続
２-２ 災害時の歯科保健医療対応 口腔ケア／歯科保健支援
２-３ 災害時の歯科保健医療対応 即時義歯への対応

即時義歯（即日義歯）の必要性～東日本大震災を経験して～

被災県内における歯科技工士の対応～東日本大震災の経験から～

歯科技工士による災害支援活動～東日本大震災における実践～

即時義歯の製作方法別の特徴

３ 歯科医院／歯科医師会としての災害対策
４ 歯科における災害教育／研修

歯科技工士学生に対する災害教育の現状と今後

５ 災害時の精神・心理的ストレス
６ 連携する職種における災害への準備
７ 地域における経験

被災県内における歯科技工士の対応～東日本大震災の経験から～
災害時の歯科保健医療対策，一世出版，2015年，

医歯薬出版，
2018年，
7200円

歯科技工士関係
CHAPTER 1 災害時の保健医療
CHAPTER 2 災害の種類と歴史
CHAPTER 3 災害対策概論
CHAPTER 4 災害時の医療体制と歯科のかかわり
CHAPTER 5 災害時の歯科保健医療体制
CHAPTER 6 災害時の歯科治療

1 被災地における歯科医療の目的
2 被災地における歯科医療の回復に向けて
3 平常時の歯科治療との違い
4 災害時の歯科治療に必要なもの

4．即日義歯
CHAPTER 7 災害時の歯科保健
CHAPTER 8 災害時の身元確認
CHAPTER 9 事例から学ぶチーム医療

2 災害時の歯科技工士の役割─東日本大震災の事例から─

付 災害を経験して─それぞれの立場から─



日本歯技
2024年8月号

災害時の歯科対応
と歯科技工士

• 経験

• 法的根拠

• 可能性

東京都歯科技工士会「生涯研修」（東京都委託事業）2026年7月26日
災害時の歯科口腔保健とは？アセスメントを記載してみて、考えよう！

Q

避難所巡回での応急処置での
歯科技工？



2024/3/05

20240214

能登町
ＪＤＡＴ

20240305

珠洲市
ＪＤＡＴ

20240123

珠洲市
ＪＤＡＴ

20240130

輪島市
訪問診療

Q

仮設診療所における
歯科技工？

2024/2/05

東京都における取り決め

• ガイドライン

• 協定



https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/iryo/iryo_hoken/shikahoken/mokuhyo/shikakeikaku1kai

東京都歯科保健推進計画「いい歯東京」（第一次改定） 2024年4月23日
https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/iryo/iryo_hoken/shikahoken/mokuhyo/shikakeikaku1kai



災害時歯科保健医療活動ガイドライン 令和7年3月 東京都保健医療局
https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/hokeniryo/2025-06-25-174751-661

東京都における取り決め

• ガイドライン

• 協定

災害時の歯科医療救護活動に
関する協定

都道府県
市町村

歯科医師会

大学
病院

歯科
衛生士会

歯科
技工士会

災害歯科保健医療連絡協議会



都歯科医師会 「災害時の歯科医療救護活動についての協定書」

都歯科医師会 「災害時の歯科医療救護活動についての協定書」 平成11年6月28日

都歯科医師会 「災害時の歯科医療救護活動についての協定書」 平成11年6月28日 都歯科医師会 「災害時の歯科医療救護活動についての協定書」 平成11年6月28日



多摩地区５か所（西多摩・南多摩・玉立川・多摩小平・多摩府中）
特別区（２３区）
中核市（八王子市）
保健所政令市（町田市） ＋ 島しょ

東京都の保健所

災害時の歯科対応
と歯科技工士

• 経験

• 法的根拠

• 可能性

東京都歯科技工士会「生涯研修」（東京都委託事業）2026年7月26日
災害時の歯科口腔保健とは？アセスメントを記載してみて、考えよう！

【考察】
歯科技工所の被災状況の把握？

歯科技工所の被災状況の把握？

• 歯科医師会の多くは、安否確認システムを入れてい
る

• 内容や、運用は定まったものはないので、本来は定
める必要がある

• 自治体の医療管理としても、とても必要で助かると
ころ

• 歯科技工所の被災状況の把握のシステムは？

• 派遣においては、派遣できる人しか求められない

• 被災においては、歯科医師会からは求められる



災害救助法対応はいつまで？

• この情報がないと、支援として技工をするのか、
もしくは地域でお任せするのか、判断が難しい

• 災害救助法の対応（災害医療）の期限は、「医
療」全般で決まるが、その間は保険診療ではな
い無償の医療が併存することになる

• （健康保険の自己負担が減免となる被災者に
とってはいずれにせよ変わらないが、事業者に
とっては収入が入るかどうかという大きな違い）

【考察】
歯科技工所の再開・復旧支援？

伝え聞いた被災の話

• 歯科技工士会からは、安否の確認はあったが、歯
科技工所の被災についての詳細は無し

• 仕事できない間に歯科支援に参加したかったが参
加の仕方もわからなかった

• 器材の破損に対してはメーカーに依頼、3ヵ月預か

りの間は近隣の歯科技工所に器材を借りに行った
（災害前から関係のある所）

• 歯科技工所の再開や運営の支援情報は無し、商工
会などに頼るしかなかった

• 日本歯科技工士会からの義援金は来て、助かった

【可能性】
JDATでの派遣



ＪＤＡＴでの歯科技工士の派遣

• 歯科技工士会で行けるのか

• 大学の歯科技工士とかを入れるのか

– 大学の歯科技工士は歯科技工士会に入っているか

• 大手の人数を抱えているラボから出してもらうか

• 歯科医師会にＪＤＡＴの名簿を提出するために、
既に検討してある？

ＪＤＡＴでの歯科技工士の派遣

• 災害救助法での派遣医療職としての記載には
「歯科技工士」が入った（令和7年7月1日 施行）

• 災害対策基本法を根拠として作られる計画や
協定に、記載があるかがポイント

– 具体的に「歯科技工士」の記載は無くとも、歯科専
門職「等」の記載があれば必要時差し支えない

• 災害救助法での費用支弁は１日単位で規定さ
れている

【可能性】
遠隔支援？就労支援？

今後更に、効率は求めざるを得ない

• 寒い、器材 → 効率悪い

• 人材不足 → 負担大きい

• 光学印象

• 物流（ドローンなど含む）



遠隔からの歯科技工支援の可能性

情報共有？

被災地域

歯科
診療所

歯科
技工所

非被災地域

歯科
技工所

歯科技工士会による調整

×

×

×

情報共有

依頼？

ＪＤＡＴ

派遣

日本歯技 2024年8月号

歯科技工士を被災地に派遣しての歯科技工体制は、今後さらに人材確保が困難と
なることが予想される。被災地では歯科技工の効率も落ちるため、物流やデータ送
信を前提とした遠隔での効率的な歯科技工支援の可能性も検討すべきと考える。
物流の回復前であれば、ＪＤＡＴの宿舎までの経路上に歯科技工を提供する場を
設定することにより、ＪＤＡＴの被災地域への出入り時に運搬することも可能となる。

【可能性】
身元確認における歯科所見？

災害時に歯科技工士が
最も優先してすべきことは？



災害時の歯科技工士のすべきこと

• 歯科衛生士は生きている人の体調を保ち、災害
関連疾病にさせない口腔ケアを優先すべき。

• 歯科としてすべき優先度の高いことは何か？
（歯科医師をトリアージに活用することは本質
的？）歯科支援活動も大切だが、根本的には、
歯科診療所の可及的早期再開と平常化、つまり、
歯科診療体制の再開・再構築であるはず。

• では、歯科技工士は何を優先すべき？

歯科技工提供体制の確保（継続）？

歯科技工（受注・提供）のBCP

災害医療 vs 保険診療（減免）

• 災害時に被災者に対する医療支援として行わ
れる医療における費用負担は無い

• 保険診療でも自己負担が減免（0割負担）とな
れば、被災者としては無料

• しかし、事業者からすれば大きく違うものとなる

歯科診療所の再開に必要なもの

• 建物・駐車場など設備

• 電気／ガス／下水道／上水道（タンクやボ
トルでの給水も可）

• ユニット等資器材

• スタッフ

• 歯科技工所

• 宅急便

• 他



NHK 災害の備え 災害 その時どうする 2023.02.24

BCPとは･･･ あなたの企業は？どうやって作る？
NHK 災害の備え 災害 その時どうする 2023.02.24

BCPとは･･･ あなたの企業は？どうやって作る？

業界団体（歯科医師会など）での相互支援

スタッフ（とその家族を含む生活環境）を守る

歯科
診療所

歯科を通じて地域住民の健康を守ること

災害時要配慮者の口腔健康管理

避難所・福祉避難所・施設などへの訪問歯科保健活動

診療所の早期再開・口腔衛生用品の提供

歯科
診療所の

2024/1/11

あらゆる町に住む方々の生活を支えるインフラとなる。これがゲンキーの使命です。

経営理念

われわれは、熱意を持って日本国の国家と国民に信頼される
チェーンストアを創り、地域の人々の生活向上に貢献します。

六精神

一、商業を通じ、健康・文化・生活向上に寄与貢献する。

一、お客さまの立場に立って、正しい商いを続ける。

一、働く仲間は、和をもって親しくする。

一、日々力を尽くし、心の充実を得る。

一、やさしさと礼節ある行動を尊ぶ。

一、感謝の心であらゆる恩に報いる。

北陸発

天井崩落、従業員はガラスを割って店内に 奥能
登のゲンキー全店が震災翌⽇に営業できた理由
中⽇新聞 2024年3月9⽇ 05時05分 (3月9⽇ 12時00分更新)

能登半島地震で大半
の商業施設が臨時休
業を余儀なくされる
中、1月2⽇から予定
通り営業した店が
あった。中部地方を
中心に413店舗を展開
するドラッグストア
「ゲンキー」（本
社・福井県坂井市）。
それも奥能登4市町に
ある6店すべて。停電、
断水、通信不通－。
何よりも従業員自身
が被災者だった。あ
の時、従業員はどう
動いたのか。



元⽇はゲンキー全店にとって、1年で唯⼀の休業⽇。⽯川県輪島市中心部にある河井店の店⻑（当
時）、⻑屋俊樹さん（38）は実家のある岐⾩県関市に帰省せず、輪島の社宅で静かな正月を過ごし
ていた。大きな揺れで5階にある部屋の中はぐちゃぐちゃになり、1階駐⾞場の⾞は建物に挟まって
動かなくなった。

大津波警報を受けて⾼台にある航空自衛隊輪島分屯基地に向かった。千⼈ほどの避難者であふれ返
り、建物内は危険なため、屋外で寒さに震えていた。異様な光景を目の当たりにし、避難者に配る水
や⾷料品、紙おむつなどの提供を自衛隊に申し出た。

本社との連絡は途絶えたままだった。「自分は何かできる⽴場にいて、店に物があるのを知ってい
る。何もせずにはいられなかった」。自衛隊の⾞両で店に向かった。

「命に直結、こういう時こそ」店⻑の決意
元⽇夜、ドラッグストア「ゲンキー」の河井店（⽯川県輪島市）に⽴ち⼊った店

⻑の⻑屋俊樹さん（38）が⾒た店内は、⼊り⼝の天井やドアが破損し、棚から崩れ
落ちた商品で床が埋め尽くされていた。「お客さんがいないのが不幸中の幸いだっ
た」

すぐに商品を運び出し、自衛隊員とともに航空自衛隊輪島分屯基地に届け、自身
は輪島中学校で⼀夜を明かした。「経営理念の地域貢献を実践しただけ」。そう話
す⻑屋さんだが、店が本当に営業できるか、まだ判断が付かなかった。

翌2⽇朝、複数の従業員が店に集まったがいったん帰宅を促し、1⼈で暗い店内を
⽚付けた。「取り扱うのは医薬品や飲料水、⾷料品など命に直結する商品ばかり。
こういう時にこそ、やらないといけない」。昼ごろに店を開けた。

停電でレジが使えず、正確な値段が分からない。その都度商品棚に値札を確認し
に⾏けば、次々に押し寄せる客を寒空の下で待たせることになる。感覚を頼りに「
これは100円、こっちは200円という具合で、お客さんに損させない値段」で販売
した。2⽇に営業した輪島市内のドラッグストアはゲンキーだけで、3⽇は⻑蛇の列
が外まで続いた。カップ麺の在庫は底を突いたが、菓子類などは持ちこたえた。

能登半島地震直後
の1月2⽇から営業
を再開させたゲン
キー河井店の⻑屋
俊樹店⻑＝⽯川県
輪島市のゲンキー
河井店で

停電でレジが使えず、正確な
値段が分からない。その都度
商品棚に値札を確認しに行け
ば、次々に押し寄せる客を寒
空の下で待たせることになる。
感覚を頼りに「これは100円、
こっちは200円という具合で、

お客さんに損させない値段」
で販売した。2日に営業した輪

島市内のドラッグストアはゲン
キーだけで、3日は長蛇の列
が外まで続いた。

「⽇常生活の⽀え」届く感謝の声
2⽇に営業したのは河井店だけではない。門前店の駒⾕祥太店⻑（27）は、富⼭市の祖⺟宅に帰省

中に地震に遭った。10⼈ほどの従業員の安否を確認し、すぐに約100キロ離れた店に⾞を⾛らせた。
道路はあちこちで寸断され、迂回（うかい）しながら店に着いたのは⽇付が変わった午前2時ごろ。

商品が散乱していたものの、パソコンは起動し、冷蔵庫と冷凍庫も動いていた。本社からの応援を得
て開店にこぎ着けた。
3⽇からは午前9時〜午後9時の通常営業を開始。地震直後は⾷料品などが購⼊できる地域で数少な

い店だったため、駒⾕さんは多くの客から「助かった」との声を聞いた。「店が地域の⽇常生活の支
えになっている」と実感した。

野々江店（珠洲市）では、近くに住むアルバイトの⼥性が2⽇朝、非常⼝のガラスをハンマーで
割って店に⼊った。天井が崩落して⼊り⼝がふさがっていたからだ。⼥性1⼈で店を開け、午後には
さらに数⼈のアルバイトが加わった。

だが、市川智貴店⻑（22）は店にたどり着ける状況ではなかった。孤⽴状態になった輪島市町野町
の実家で被災。「気持ちの整理がつかない。出勤するのは無理です」。正直な心境を上司に伝えた。

上司から「気持ちは分かる。でも、店を開けることで助かる命もある」との⾔葉に背中を押され、
4⽇⼣方から勤務に復帰。そこから1週間ほど、店の休憩室で寝泊まりして営業を続けた。市川さんは
⼀昨年に⼊社し、昨年12月から店⻑になったばかりだった。

営業のうわさを聞き付け、次々と訪れる被災者。「2⽇から開けてくれたおかげで助かった命があ
る」「『ゲンキー最強』やね」。そんな感謝の⾔葉をもらい、市川さんは心底思った。「お客さんか
らの励ましで何とか運営できた。『能登はやさしや⼟までも』という⾔葉は本当だった」
5⽇ごろには物流も再開し、弁当なども棚に戻ったゲンキー。奥能登6店のブロック⻑を務めた⻑屋

さんは、あの時を振り返って胸を張る。「本当に『最強』なのは被災地に踏みとどまり、震災直後か
ら地域貢献し続けてくれた全ての社員、従業員です」

（⼭⼝哲⼈、佐久間博康、⽴⽯智保）

本当に『最強』なのは被災地に踏みと
どまり、震災直後から地域貢献し続け

てくれた全ての社員、従業員です

「無理やりにでも開院」断水の中、給水支援で歯科医院が再開
NHK 2024年2月26日 19時16分

「従業員のほとんどは家が壊れていたりと

か、まともな状態で生活はしていません。

この医院も含めて水道も来ていないところ

が多く、そうした中で一生懸命自分の職務

を果たそうとしてくれています。本当に助

かっています」

「とにかく今この状況で患者さんを診させていただい

ているのは責任感というか、私だけじゃなくほかの

医院もそうやって動いてると思います。やっぱりこう

いう仕事ですので、困っている人が1人でもいるので

あれば無理やりにでも開院するっていうのが正しい

選択だと思ってやっております」

医院の建物は、地震による損壊を免れて
いた。笹谷さんは「口腔内の健康を守るのが
歯科の役割。地域医療に貢献したい」との思
いから、診療の再開に踏み切った。配給さ
れた水で治療に必要な水をまかなっている。

断水の輪島で歯科医奮闘 病気予防、口腔ケア重要
共同通信社 2024年2月26日 (月)

「詰め物が外れた」「歯が痛いから診てほしい」。１月下旬に一部再開
した輪島市の笹谷歯科には連日、患者数人が来院。治療途中で市外に
避難した患者の診療相談にも電話で対応する。

笹谷俊郎（ささたに・としろう）院長（４３）は地震発生以降、市内の歯科
医らと県内外から派遣されている「災害歯科支援チーム（ＪＤＡＴ）」の活
動に同行し、避難所を巡回して診療に携わった。断水の影響で歯磨きが
不十分となったり、入れ歯の掃除ができなくなったりするケースが多発。
感染症の他、口腔内の細菌繁殖が主な原因とされる「誤嚥（ごえん）性
肺炎」のリスクが高まり、災害関連死につながりかねない。



体制・準備

災害対応

災害支援
緊急援助

地域支援
地域防災

直接支援
被災者支援

支援者支援
間接支援

×

→対策・防災

連携

情報

支援

いつもの生活を
取りもどす！

いつもの生活
を続けられる

準備をしよう！
熊本地震被災者応援ブック（内閣府）https://www.kantei.go.jp/jp/headline/pdf/kumamoto_earthquake/book.pdf

活動要領・研修会・e-learning

行動指針・規則
根拠法・協定
共通書式・アクションカード
参考資料・過去の情報
関連情報

動画で一般向けに平
易につくられています
（それぞれ6分ほど）

過去に災害時に地元
ケーブルTVで放映さ
れたこともあります

<１>備えておくこと
<2>自分でできること

災害時こそ大切！
お口のケア



ＪＤＡＴ基礎研修会（2024年度～）

ＪＤＡＴ標準研修会（2018年度～（旧：体制研修会））

ＪＤＡＴアドバンス研修会（2020年度～）

ＪＤＡＴロジスティクス研修会（計画中）
• 各構成団体におけるＪＤＡＴ事務局関係者が主な対象
• 2024年度からロジスティクス基礎研修会をオンライン開催

• 対象は各構成団体よりの推薦者
• 東京にて年3回（地域別）、実地
• 事前動画・事前課題あり、当日は意見交換が主体

研修会（2026年度現在）赤字は2024年度から

• ｅラーニング（標準編１時間）による事前研修あり、演習は5時間
• 基本は地域開催（主催：各構成団体及び傘下団体）、対象は主催者で設定可
• 日本歯科医師会開催は年１回：ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ動画＋実地演習、各構成団体の推薦者）

• ｅラーニングのみ（基礎編２時間３０分）
• どなたでも、いつでも、もちろん無料！
• ＰＤＦにて修了証発行

厚生労働省補助金 災害医療チーム等養成支援事業

https://www.jda.or.jp/dentist/disaster/ 約2時間30分 約60分
https://www.jda.or.jp/dentist/disaster/

共通書式なども
まとめたマニュアル

共通書式
マニュアル
ポスター



https://www.lion.co.jp/ja/emergency-care/download.php https://www.lion.co.jp/ja/emergency-care/ https://www.lion.co.jp/ja/emergency-care/download.php

https://jp.sunstar.com/bousai/ https://jp.sunstar.com/bousai/pdf/mouth_and_body_03.pdf



令和4年度厚生労働行政推進調査（令和7年度改定追補版）
https://jsdphd.umin.jp/pdf/22IA2006.nkkk.booklet.4p.20260108.pdf

平成30年度～令和4年度 JSPS科研費

http://jsdphd.umin.jp/pdf/19K10420.nkkk.4p.pdf

月刊nico 2018年8月号

避難生活が招く「震災関連死リスク」を減らす「口腔ケア」とは？【歯科医が解説】
ダイヤモンド・オンライン 2024.11.28 https://diamond.jp/articles/-/353929

被災地での水不足が
健康リスクを高める

避難所での生活が
フレイル（虚弱）を
加速させる

被災時にも活躍する
オーラルケア用品



【寄稿】能登半島地震による被災者の口腔への影響と，地域で連携した「食べる」支援の継続
2025.04.08 医学界新聞：第3572号，https://www.igaku-shoin.co.jp/paper/archive/y2025/3572_05

図1 災害時の口腔健康管理/口腔機能管理 図2 能登半島地震後に増加した口腔の主訴
公立能登総合病院歯科口腔外科における1月
1日～2月29日の2か月間の受診数。

ライオン歯科材 Dent. File vol.57, 2025May, P9-10 歯科の新常識 「災害時の歯科活動」
許可をいただき転載：日本災害時公衆衛生歯科研究会＞ポスター・パンフレット等
https://jsdphd.umin.jp/forcitizens.html

50代の女性を応援するフリーマガジン 「めりぃさん」 https://merry.inc/

2025年6月10日号（歯と口の健康週間に関する特集）
許可をいただき転載：日本災害時公衆衛生歯科研究会＞ポスター・パンフレット等
https://jsdphd.umin.jp/forcitizens.html

一世出版，2015年，
2200円

クインテッセンス出版，
2016年，1980円

医歯薬出版，2014年，3960円

砂書房，2011年，3080円

医歯薬出版，2018年，7200円

医歯薬出版，2021年，3850円



日本歯科衛生士会
協力

動画 5分
１カ月の活動の流れ

動画 10分
組織的間の役割分担や準備

日本災害時公衆衛生歯科研究会
http://jsdphd.umin.jp/

ML登録

2015年6月15日発刊
一世出版

A3判 2000円

歯科医師会・歯科衛生士会、行
政・保健所勤務など、災害時の保
健医療対応に関わる方々どなたで
も、登録お待ちしております！

日本災害時公衆衛生歯科研究会 ML登録係

jsdphd-admin＠umin.net

書籍・研究報告書など

研修会動画・配布資料など

アセスメント票・アクションカード・パンフ・ポスターなど

研修動画・活動動画・研修準備資料など

メーリングリスト
各種書式・パンフレット
研修媒体動画
研修会資料・動画


